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みんながつくる　みんなの福祉
社協だより
横手市

2013.6.1

31№
横手市社会福祉協議会みんながつくる　みんなの福祉

『つながり』を財産に 安心して暮らせる地域づくりを

　山内・小松川地区では、同地区の区長や福祉関係者を中心
に、山内福祉センターと「住民支えあいマップ」を作成して
います。情報交換などのマップ作成過程を通して、地域の福
祉課題を把握することができ、これからの活動についても話
し合いました。今後は、マップに地域の「つながり」を記入
しながら、支えあい体制の更なる強化を図っていきます。

（写真上は小松川地区 区長 山本實さん、写真右はマップ作
成時の様子）
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２社協だより

平成25年度の

主な活動

地
域
福
祉関
係

地
域
福
祉
の
推
進

総
合
的
な
相
談
対
応

福祉ネットワーク事業

　いきいきサロンや福祉座
談会等を通して、地域の問
題や福祉課題の把握と、住
民同士のつながりや結びつ
きを深めながら、地域の見
守りや支えあい体制づくり
を進めます。地域の方と住民支えあい

マップを作成（増田）

▲

▲支えあい体制づくりに向けた
　座談会（大森）

平成25年度　当 初 予 算
社協会費 1.0％
寄附金 0.1％
補助金 0.3％

その他の収入 0.8％
自立支援費 0.4％
利用料 1.0％

事業収入
0.1％

貸付事業
0.1％

共同募金配分金
0.5％

介護保険収入
85.5％

受託金
10.2％
受託金
10.2％

介護保険収入
85.5％

収入
事務費
5.2％

人件費 72.2％

事務費
5.2％

事業費
18.7％
事業費
18.7％

人件費 72.2％

助成金 0.8％

貸付事業
0.1％

負担金 0.3％
固定資産取得 0.2％

その他の
　 支出 2.5％

支出

科　　目 予算額
（単位：千円）

社協会費 18,250
寄附金 2,500
補助金

（市からの補助金） 5,302

受託金（市及び県
社協からの受託金） 187,305

事業収入（各種
事業の参加費等） 1,068

貸付事業（たすけ
あい資金償還金） 2,000

共同募金配分金 9,628
介護保険収入 1,577,878
利用料（ミニデイ
サービス利用料等） 18,026

自立支援費 7,310
その他の収入

（前期末繰越金等） 15,208

合　　計 1,844,475

科　　目 予算額
（単位：千円）

人件費 1,331,141
事務費 95,826
事業費 344,242
貸付事業（たすけ
あい資金貸付金） 2,000

助成金（いきいき
サロン、福祉団体等） 14,943

負担金（各種会
議、研修負担金等） 5,461

固定資産取得支出
（厨房用エアコン等） 3,950

その他の支出
（職員退職積立金等） 46,912

合　　計 1,844,475

社会福祉協議会は「みんなが住み慣れたまちで安心して暮らせる」ために、様々な機関・団体、そして住民の皆様と連携・協働しながら福祉のまちづくりを進める民間団体です。社会福祉法に基づいて全国及び都道府県、市区町村に設置されています。

横手市社会福祉協議会

私たちは地域福祉を
推進する団体です。
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本会は、住民の参加と公私協働による
「誰もが安心して暮らすことのできる地域づくり」を
目標として活動に取り組みます。

１．私たちは、住民と共に、地域における福祉課題の把握と解決に
努めます。

１．私たちは、サービス利用者の人権を尊重し、質の高い福祉サー
ビスの提供に努めます。

１．私たちは、地域におけるあらゆる団体・組織との連携を図り、
総合的な支援体制づくりに努めます。

１．私たちは、地域福祉を推進する民間団体として、自らの専門的
役割と責務を自覚し、自己研鑽に努めます。

基
本
方
針

基本理念

生
き
が
い
づ
く
り
・
介
護
予
防

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

福
祉
教
育
活
動
の
推
進

福
祉
団
体
の
支
援

共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力

地
域
福
祉
活
動
へ
の
参
加
促
進

除雪ボランティア事業
　自力での除雪が困難な高齢者
世帯等に対して、除雪ボラン
ティアを派遣して冬期間の安全
確保に努めると共に、市民や学
校、企業等に活動への参加を呼
びかけ、ボランティア意識の高
揚を図ります。昨冬の除雪ボランティア活動（山内）
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通所介護事業所
　「住み慣れた地域で暮らし続けたい」そ
の想いが実現できるよう、ご利用者のニー
ズや状態に合わせながら、健康チェック
や入浴、レクリエーション活動、季節の
行事等によるサービスを提供します。
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介護保険の基礎講座
介護保険のいろはを学びました

「気をつけて」やさしい言葉 ありがとう ４社協だより

十文字

　十文字町健康福祉センター内にある「ふれあい
農園」の活動に、今年度から増田高等学校農業科
学科（野菜部）の生徒と先生が、ボランティアと
して参加してくれることになりました。
　早速、５月７日（火）・９日（木）には、農園の石拾
いや土壌づくりの作業を行うなど、地域の方々と
の苗植えに向けた準備にご協力いただきました。
　実際のところ、管理に苦慮している面もありま
したが、年間を通しての協力にとても心強く感じ
ています。若いパワーが注がれた農園に、元気な
花や野菜が実る日が待ち遠しい今日この頃です。

山　内

増田高校生徒が農園事業に協力

ふれあい農園に
強力“助っ人”登場！

　高齢化が進み、介護を必要とする方も増加して
いる中、山内福祉センターでは介護に関する知識
や理解を深めていただこうと、４月30日（火）に

「介護保険の基礎講座」を開催しました。
　当日は18名の方にご参加いただき、介護保険
サービスの内容等について学びました。講師の説
明に耳を傾ける一方で、サービスの利用申請方法
など、積極的に質問されていました。
　次回の要望として「介護実技講座」や「高齢者
疑似体験」などが出され、今後も各種講座等を通
して、地域で安心して暮らせる生活を応援してい
きます。

　

教
養
・
趣
味
活
動
や
健

康
づ
く
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〇
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fukushinews情 報 ひ ろ ば

質問が相次ぎ終了予定時刻を超過するなど、皆さんの
真剣さが伝わってきました。

農園活動に若いパワーが加わり、いつも以上の収穫が
期待できます。

会　　 場 実施日（毎週） 実施時間
いきいき館（横手） 火・水・木曜日 10：00～15：00
老人憩の家（増田） 木曜日 9：30～15：00
ゆとり館（平鹿） 木曜日 10：00～15：00
交流センター雄川荘

（雄物川） 月～金曜日 10：00～14：00

大森健康温泉 火曜日 10：00～14：30
幸福会館（十文字） 火・金曜日 9：30～15：00
農家高齢者創作館

（十文字） 水曜日 9：30～15：00

山内ほっとパレス
ゆうらく館 火～土曜日 9：30～15：00

大雄地域
　 福祉センター 水・金曜日 9：30～15：00

※祝祭日、年末年始期間は休みとなります。
※実施時間に送迎時間は含まれていません。



旭小学校ボランティア委員会が歩行器を寄贈
“福祉のこころ”を結集して

「ありがとう」５文字が伝える 無数の思い５ 社協だより

ふ く し
横　手

　今年３月、康寿館に旭小学校ボランティア委員
会より「歩行器」２台が贈呈されました。
　同委員会では、地域の方々と一緒に取り組んだ

「アルミ缶回収」の収益金のほか、よねや商事株
式会社で展開している「買物袋持参運動」を活用
し、今回の寄贈となったものです。早速、ご利用
者に歩行器を使っていただいたところ「軽くて使
いやすく、ありがたい」と大変喜んでいました。
　今後も、同委員会では活動を継続し、福祉施設
等に寄贈していく予定です。
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会
を

行
い
ま
し
た
。

大　雄５.７火

　

旭
松
・
回
館
い
き
い
き
サ
ロ

ン
で
は
、
市
消
防
本
部
の
職
員

を
講
師
に
迎
え
、
１
１
９
番
掛

け
方
講
習
と
火
災
警
報
器
や
消

火
器
の
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

雄物川４.23 火

５.13 月

い い サロンき き

児童から寄贈された歩行器を手にニッコリ。
皆さん大変喜んでいました。



６社協だより

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
策
定
の
準
備

初
年
度
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど

ん
皆
様
と
接
す
る
機
会
も
多
く
な
り

ま
す
。
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
人
々
の
想
い
、
願
い

を
大
切
に
し
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
社

協
で
あ
る
た
め
に
、
口
よ
り
も
頭
と
体

を
働
か
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
協
の
活
動
は
“
黒
子
”
の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、
な
か
な
か
地
域
に
見
え
に
く

い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
私

た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

今
後
、
職
員
の
具
体
的
な
動
き
（
業
務
内

容
等
）
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

本
部 

地
域
福
祉
課　

佐 

藤　

 

司

　

今
年
四
月
、
人
事
異
動
等
に
よ
る
新
体
制
に

戸
惑
う
暇
も
な
く
、
平
成
二
十
五
年
度
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
年
度
初
め
は
、関
係
機
関
・

団
体
等
と
の
会
議
や
事
業
の
更
新
手
続
き
な
ど
、
ど

う
し
て
も
事
務
作
業
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
そ
の
分
、
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
様
々
な
方
と
顔
を
合
わ
せ
て
、
今
年
の

方
針
に
つ
い
て
協
議
し
た
り
、
新
た
な
生
活
の
中
で
不

安
を
抱
え
ら
れ
て
い
る
方
の
相
談
に
も
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
と
、既
に
多
く
の
方
々
と
接
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
は
地
域
福
祉
活
動
の
指
針
と
な
る

くしふ 窓の
社  協  の  事  業  所  紹  介

笑顔と真心を込めてサービスをお届けします
東部指定訪問介護事業所

　東部指定訪問介護事業所は、横手地域と山内地域で訪問介護サービスを提供している事業所です。
　職員の約９割が５年以上の経験を持つベテランであり、中には10年以上の“大”ベテランも…。経験年数
に甘んじることなく、国家資格「介護福祉士」を約７割の職員が取得するなど、ご利用者に質の高いサー
ビスを提供するために、日々、研鑽を積んでいます。
　また、ご利用者や介護されているご家族の要望に応えるべく、早朝や夜間にも可能な範囲で対応させて
いただいているほか、介護保険以外に障害者総合支援法によるサービスも提供しております。
　皆様に元気をお届けする、笑顔や笑い声にあふれた明るい事業所です。

ご利用者の田中清様（写真中）、律子様
（写真左 ) ご夫婦と

五
月
十
五
日（
水
）
広
報
委
員
会
で
の
一
コ

マ
。
こ
の
広
報
紙
の
発
行
に
つ
い
て
委
員

の
皆
様
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

■所在地…横手市卸町５番10号　■電話…33－8668　■ FAX…33－8778
■営業日…通年365日　■営業時間…6：00～22：00　■職員数…26名

地
域
福
祉
活
動
日
記

ご利用者様のご家族 田中律子様（横手）よりお手紙を
いただきました。

　私一人の力では不安になり、入浴介助をお願いしてから、もう１年
になりました。ヘルパーさんたちがとても良くしてくださるので、すっ
かり打ち解けて、来てくださるのをいつも心待ちにしています。
　不自由なことが多くなる中で「週３回の入浴」が、今の主人の楽し
みとなりました。長いお付き合いになると思いますが、これからもよ
ろしくお願いいたします。



ありがとうございました
平成25年３月１日～４月30日受付分

※広報発行回数の関係上、紙面への掲載が遅れます
ことをご容赦願います。

※「善意」の受付は、横手市社会福祉協議会各福祉セ
ンター・施設で行っております。

善意
【横手福祉センター受付】

● 旭小学校ボランティア委員会 様
● 鳳中学校生徒会 様
● 立正佼成会横手教会法輪クラブ 様
● よねや南店 様
● 春　日　正　子 様（城南町）　
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 斉　藤　フ　ミ 様（大屋新町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）　
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 黒　崎　由　紀 様（朝倉町）

【増田福祉センター受付】
● 石　橋　哲　男 様（上　町）

【平鹿福祉センター受付】
● ㈲佐藤養助平鹿工場 様
● 平鹿地域老人クラブ連合会 様
● 佐　藤　次　男 様（蒋　沼）
● よねや浅舞店 様
● 醍醐婦人会 様

【雄物川福祉センター受付】
● 坪　井　幸　子 様（新　丁）

【十文字福祉センター受付】
● 高　橋　正　人 様（平鹿・浅舞）

● アンサンブル・リベラ 様

【山内福祉センター受付】
● 平　山　新　一 様（大　畑）

【平寿苑受付】
● 柴　田　ヒ　デ 様（吉　田）
● 傾聴ボランティアささやき 様
● 新日本舞踊扇佳流 様

【雄水苑受付】
● 船沼婦人会 様
● JA秋田ふるさと
　　　女性部雄物川支部 様　
● 雄物川地域
　　 老人クラブ連合会女性部 様

● 雄物川地域づくり協議会 様
● 傾聴ボランティアひまわり 様
● 昔語りボランティア
　　　とっぴんぱらりのプー 様

【憩寿園受付】
● 土　谷　清　一 様（館　前）
● 梨木婦人会 様
● 十文字地区婦人会 様
● JA秋田ふるさと
　　　助け合い組織 ほのぼの会 様
● 睦合婦人会 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● 資生堂㈱ 東北支社
　　　　秋田オフィス 様

７ 社協だより

福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

た
く
さ
ん
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
六
点
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
）

一
、
老
い
て
今
お
し
ゃ
れ
を
目
標
元
気
湧
く

三　

塚　

キ
ン
子
さ
ん
／
増　

田

一
、
ミ
ニ
デ
イ
で
笑
顔
も
ら
っ
て
元
気
で
る

ペ
ン
ネ
ー
ム 

原
田
ア
マ
チ
ャ
ン
さ
ん
／
大　

森

一
、
子
が
帰
り
一
気
に
元
気
百
ワ
ッ
ト

小　

野　

良　

子
さ
ん
／
雄
物
川

一
、
温
泉
で
は
だ
か
の
付
き
合
い
元
気
だ
す

ペ
ン
ネ
ー
ム 

小
野
チ
ャ
ペ
コ
さ
ん
／
大　

森

一
、
負
け
ち
ゃ
う
よ
九
十
す
ぎ
て
も
こ
の
元
気

斉　

藤　

良　

子
さ
ん
／
十
文
字

一
、
ミ
ニ
デ
イ
で
笑
顔
・
お
し
ゃ
べ
り
元
気
で
す

ペ
ン
ネ
ー
ム 

上
丁
花
子
さ
ん
／
大　

雄

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次号（８月１日発行）
テーマは…「家族」

夏休み、里帰り、そしてお墓参
り。家族がそろい、家族を尊ぶ
時期にちなみ、次号のテーマは

「家族」です。

【応募方法】市内在住の方ならどな
たでもご応募できます。作品（１
人２点まで）と氏名（ペンネーム
可）、連絡先をご記入の上、ハガキ
やFAX、メール等でご応募ください。

（様式は問いません）

　〒013－0072 横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会
　　　　　　「ふくし川柳」係
　FAX：36－5388
　e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
◆締切日：平成25年６月28日（金）

【広報掲載】ご応募いただいた作品
の中から数点を選考し作品、氏名等
を掲載いたします。

新日本舞踊扇佳流様による芸能披露 雄物川地域づくり協議会様から寄贈された
「雄物川カルタ」

テーマ
元気



こ
の「
横
手
市
社
協
だ
よ
り
」は
、
社
協

会
費
と
共
同
募
金
の
配
分
金
を
活
用
し

て
発
行
し
て
い
ま
す

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進めていく民間の団体です。

横手市社会福祉協議会本部
横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー

TEL.36－5377
TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー
大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009

大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園

TEL.52－3311
TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail shakyou5@agate.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

この広報に関するご意見ご感想をお待ちしております。

８社協だより

よねや商事株式会社
社協特別会員・共同募金協力企業の活動から

　「地域社会に良さと安さと誠意を」のスローガンのも
と、食品スーパーマーケットチェーンとして県南部に９
店舗を展開する『よねや商事株式会社』様の活動をご紹
介します。
　昭和31年創業の同社では、創業20周年などの節目ごと
に各種の地域貢献活動を実施しており、横手市に「よね
や育英資金」や市内小中学校図書購入費を寄贈するなど、
児童生徒の健全育成に貢献されています。
　また、平成３年には今では一般的になった食品トレイ

の回収にいち早く取り組まれたほか、平成８年からはボランティア清掃活動にも取り組んでおり、毎月第１日曜日
に各店舗周辺の清掃活動を行っています。
　今号５ページの記事にも掲載されていますが、平成14年に始め
た「買物袋持参運動」は、買い物の際にマイバックを持参したお
客様にシール１枚を配布し、店内のポスターに明示された地域の
ＰＴＡやスポーツ少年団、ボランティア団体等（事前登録）の欄
にシールを貼ってもらい、このシールが400枚集まると、その団
体に2,000円が贈られるという仕組みで、運動開始から現在まで
に贈られた金額は約800万円にもなっています。
　運動開始当初、お客様からは、自身にではなく地域に還元され
ることに対して様々な意見がありましたが、現在ではこの運動が
浸透し好評を得ており、地域貢献活動の一環として確実に地域に
根付いています。

　今回の取材にご協力いただいた同社販促企画室 室長の山口真也さんは
「地域の皆様あっての我々の商売なので、お客様の声が一番だと考えて
います。各店舗をお客様自身の家の冷蔵庫だと思っていただき、遠慮な
く意見を聴かせていただきたいし、色々教えていただきたい。それを活
かして、また新たな商品やサービスにつなげていきたいと思います」と
語ってくださいました。
　一昨年の震災では、被災地での炊き出しや交流活動などを行った『よ
ねや商事株式会社』様。長年にわたり多くの活動を続けられている同社
の今後益々の活躍が期待されます。

店舗周辺の清掃活動の様子

買物袋持参運動のシールが貼られたポスター

ふ し 人く な たち

地域で福祉活動や地域貢献活動などを行っている個人、団体、企業等の情報をお寄せください。
掲載数等により紙面の大きさが変わることがありますが、皆様の活動を紹介させていただきます。


